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１．事業概要

（１）事業の現況

①施設

②使用料

井戸水使用者は、上記表に対して下記水量を適用

旅館、ホテル、サウナ、風呂、料理店
その他これに類するもの

令和2年度

条例上の使用料とは、一般家庭における20㎥あたりの使用料をいう。

実質的な使用料とは、使用料収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

1人増すごとに

令和4年度

令和3年度
条例上の使用料*2

（２０㎥あたり・税込み）
※過去３年度分を記載

実質的な使用料*3
（２０㎥あたり・税込み）
※過去３年度分を記載

+16㎥
飲食店･喫茶店、貸席、遊技場

その他これに類するもの
81㎥従業員5人まで

216㎥ 1人増すごとに

81㎥

*3

従業員5人まで
理容業、美容業、写真業
その他これに類するもの

計 画 期 間 ：

大垣市公共下水道事業

年度

月

令和 2

元 年 9

改 定 日 ： 令和

令和 11

5 年 12 月

「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の
一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合
を伴わない。）を指す。

+43㎥

大垣市公共下水道事業経営戦略

令和4年度

令和3年度

令和2年度

2,560円

2,560円

2,560円 2,774円

2,816円

2,806円

その他の使用料体系の概要・考え方 検針・請求は2か月に一度行い、請求額は10円未満切捨て。

年度 ～

処理区数

令和

処理区域内人口密度
(令和5年3月31日現在)

1人

水量水量

10㎥

策 定 日 ：

大垣市

事 業 名 ：

団 体 名 ：

３（大垣処理区・平町処理区・墨俣処理区）

117円／㎥　使用水量 11㎥／月以上　100㎥／月まで

処理場数

*1

上記区分に該当しないもの

定員100人まで

従業員5人まで

1ベッド増すごとに +20㎥

食肉販売、魚介類販売、豆腐、蒟蒻製造業、
クリーニング業、染物洗い張り業

従業員5人まで 1人増すごとに81㎥ +16㎥

その都度認定する量

+16㎥

*2

定員50人まで

21㎥

121㎥ 50人またはその端数ごとに +121㎥

54㎥ 50人またはその端数ごとに +27㎥

3人

一般家庭用使用料体系の
概要・考え方（1か月分/税抜き）

基本使用料 加算使用料

5ベッドまで 101㎥

5人またはその端数ごとに +27㎥人員10人まで

1,164円／月　使用水量 10㎥／月まで　
137円／㎥　使用水量 101㎥／月以上

+4㎥

有（平町処理区については、隣接する安八町の浄化センターにて汚水を処理しているため）

無

2人

学校、幼稚園、保育園
その他これに類するもの

劇場、映画館
その他これに類するもの

1人増すごとに

２（大垣市浄化センター・墨俣浄化センター）

供用開始年度
(供用開始後年数)

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

39.8人/ha

昭和37年度
(61年経過)

法適（全部適用・一部適用）
非適の区分 地方公営企業法全部適用

基本水量区分

16㎥一般家事用

従量水量区分

官公庁、事務所、医院
その他これに類するもの

病院、医院（入院設備有）
その他これに類するもの

54㎥

認定水量（井戸水使用）の
概要・考え方（1か月分）

1人増すごとに

流域下水道等への接続の
有無
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③組織

＜組織体制＞

＜職員数・年齢構成等＞ （単位：人）

（２）民間活力の活用等

（３）経営比較分析表を活用した現状分析　：　 別　紙　の　と　お　り

10

浄化センター

1

5

23

下水道課

41～50歳

0

8

61歳～　

51～60歳

　料金関係業務全般を、水道事業に委託し、スケールメリットを生
かした経費節減を図っていますが、受託先の水道事業においては、
窓口・検針・開閉栓・徴収・滞納整理業務等を民間に委託し、人件
費の削減を図るとともに、民間のノウハウを活用しています。

無

2

0

31～40歳

「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

3

*4

*5

　ただし、最新のものとして、令和3年度決算分となります。

1010 19

16

イ 土地・施設等利用*5（未利用土地・施設の活用等）

　汚泥の処理過程で発生する消化ガスを利用した、燃料電池による
発電を行い、これを売電することで、事業収益の一助としています。
　　・最大発電量：約250万km／年（一般家庭700世帯分の使用量）
　　・CO2削減効果：約1,200t／年（杉の木約86,000本分）
　　・売電収入見込額：最大約96,000千円／年

無

22

資産活用の状況
ア エネルギー利用*4（下水熱・下水汚泥・発電等）

イ 指定管理者制度

5

3

ウ PPP・PFI

1　～30歳

合計

無

4

25

12

企画経営課 合　計

6

0

0

2

4

水道課

民間活用の状況

ア 民間委託（包括的民間委託を含む）

3

3

4

61

区分

水道部

浄化センター  運転管理、施設管理

企画経営課  上水道経理、下水道経理、料金

水道課  配水設備、施設整備、維持改良

下水道課  計画、管路整備、施設管理、維持管理、排水設備、普及
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２．将来の事業環境

（１）処理区域内人口・世帯数の予測

（２）水洗化人口・世帯数の予測

（３）有収水量の予測

① 推計にあたっての基本方針
　・行政区域内人口について、大垣市人口ビジョンに示される目標数値を基本に、より厳しく見積もった数値（「国立社会保障・人口問題研究所」
　　による大垣市の人口推計（H30.3月）及び岐阜県の世帯数推計（H31.4月）をもとに、直近の実績を加味した独自の推計値）を用いました。
② 推計結果
　・令和11年度末時点で市全体の人口を152,036人（令和元年度末比 △9,087人、△5.6％）と見込み、このうち大垣・墨俣地域は、令和11年度末時点
　　で147,728人（令和元年度末比 △8,056人、△5.2％）と見込みました。
　・令和11年度末時点で市全体の世帯数を70,556戸（令和元年度末比 ＋3,466戸、＋5.2％）と見込み、このうち大垣・墨俣地域は、令和11年度末時点
　　で68,738戸（令和元年度末比 ＋3,657戸、＋5.6％）と見込みました。
　・上記の人口・世帯数の見込みをもとに、今後の未普及地域への整備拡張による増加分（計画期間中、平均＋0.292％／年）を加味し、処理区域内
　　人口・世帯数を算出しています（令和11年度末 処理区域内人口：137,346人　処理区域内世帯数：63,702戸）。
  ・令和4年度までの実績値をもとに、処理区域内人口及び世帯数の推計を見直した結果、令和11年度までの処理区域内人口の推移は概ね当初計画値と
　　同程度（当初計画令和元年度末比：△1,813人 → 改定計画令和元年度末比：△2,940人）となりました。
　・処理区域内世帯数は当初計画ではほぼ横ばいの見込みであったのに対し、世帯の細分化などにより令和4年度の実績値が当初計画値を大きく上回っ
　　た（R4当初計画値：58,539世帯 → R4実績値：61,710世帯、＋3,171世帯、＋5.4％）ため、令和5年度以降の計画値を、相応に上方修正（R11当初
　　計画値：58,608世帯 → R11改定計画値：63,702世帯、＋5,094世帯、＋8.7％）しています。

 ・（２）で求めた水洗化人口・世帯数をもとに、平成24年度以降の実績及び推移を加味して、年間総有収水量を推計しました。
 ・推計にあたっては、使用料算定方法の異なる6区分（①水道+下水［量水器検針値］、②水道+下水［水量認定］、③下水のみ［井水計測器検針
 　値］、④下水のみ［人数認定］、⑤水道+下水［量水器検針値又は人数認定で大きい方］、⑥水道+下水［量水器検針値+井水計測器検針値］）の
 　全てに対し、件数や1件当たりの水量及び人数を算出しました。このうち、検針値に基づく区分では1件当たりの水量に件数を乗じ、認定区分に
 　ついては井戸水使用の表に基づき水量を算出しました。
 ・結果、令和11年度の年間総有収水量を14,823,299㎥（令和元年度比 △993,349㎥、△6.3％）と見込みました。
 ・なお、当初計画と比較した場合、1件当たりの水量の減少などにより、令和5年度以降の計画値を下方修正（R11当初計画値：15,031,172㎥ →
　 R11改定計画値：14,823,299㎥、△207,873㎥、△1.4％）しています。

 ・（１）で求めた処理区域内人口・世帯数をもとに、整備済区域への普及促進による増加分（計画期間中、平均＋0.261％／年）を加味し、水洗化
 　人口・世帯数を算出しました。
 ・結果、令和11年度末の水洗化人口は125,098人（令和元年度末比 ＋4,948人、＋4.1％）、水洗化世帯数は57,510戸（令和元年度末比 ＋6,778戸、
   ＋13.4％）と見込みました。
 ・令和4年度までの実績値をもとに、水洗化人口及び世帯数の推計を見直した結果、令和11年度までの水洗化人口の推移は、令和元年度末からの増
   加傾向が大きくなりました（当初計画令和元年度末比：＋1,610人 → 改定計画令和元年度末比：＋4,948人）が、これは令和2年度以降の集計方
   法の変更によるもので、この影響を除くと、概ね当初計画と同様に微増する見込みになります。
 ・水洗化世帯数は処理区域内世帯数と同様に、世帯の細分化などにより令和4年度の実績値が当初計画値を大きく上回った（R4当初計画値：50,246
   世帯 → R4実績値：54,459世帯、＋4,213世帯、＋8.4％）ため、令和5年度以降の計画値を、相応に上方修正（R11当初計画値：50,850世帯 →
   R11改定計画値：57,510世帯、＋6,660世帯、＋13.1％）しています。
 ・なお、令和元年度以前は、水洗化世帯数を水道利用世帯数及び井戸水利用世帯数の合計から、水洗化人口を世帯当たりの人口の平均から推計して
　 おりましたが、令和2年度以降は集計方法をGISデータから直接抽出するといった、より正確な方法に変更したことにより増加しました。
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（４）使用料収入の見通し

（５）施設の見通し

（６）組織の見通し

（７）元利償還金、基準外繰入金の見通し

 ・（３）で求めた件数、1件当たりの水量及び人数の予測をもとに、使用料収入の見通しを立てた結果、令和11年度の使用料収入は、1,922,065千円
   （税抜き、令和元年度比 ＋12,224千円、＋0.6％）となりました。
 ・令和4年度までの使用料収入は、水洗化世帯数の増加等により令和4年度の実績値が当初計画値を上回った（R4当初計画値：1,869,589千円 → R4実
　 績値：1,982,523千円、＋112,934千円、＋6.0％）ため、令和5年度以降も当初計画値を相応に上方修正（R11当初計画値：1,798,562千円 → R11改
　 定計画値：1,922,065千円、＋123,503千円、＋6.9％）する結果となりました。
 ・行政区域内人口や年間総有収水量の減少はありますが、水道事業同様に、世帯の細分化などに起因する世帯増が見込まれるうえ、本事業において
   は、現状、普及率は91.3％、水洗化率は89.3％（いずれも令和4年度末）となっており、今後の未普及地域への整備拡張と、整備済区域への普及促
   進による使用者の増加が期待できますので、結果的に、人口減少等に伴う使用料収入の減少は、現時点では経営状況に深刻な影響を与えるほどで
　 はないと考えています。
 ・ただし、本事業は、経費回収率100％を目指し、国の定める適正な使用料単価である150円／㎥［税抜き］に向けた段階的な使用料改定の途上にあ
   り、現状、多額の基準外繰入金に依存している状況です（令和4年度使用料単価：128.00円／㎥［税抜き］）。
 ・これを受け、令和2年度に平均改定率6.0％の使用料改定を実施しており、これに続く使用料改定が必要となります。

 ・大垣処理区は、昭和37年の供用開始以来50年以上が経過し、管渠や処理場施設の老朽化が著しいため、下水道ストックマネジメント計画に基づき
 　施設の改築更新を実施します。
 ・墨俣処理区は、平成25年に供用を開始しており、施設等が新しいため、日常の点検調査に基づいた施設管理を実施します。

 ・水道部所管事業のうち水道事業以外の5事業が、令和2年4月に地方公営企業法を全部適用し法適用企業となることを機に、より効率的で機能的な
　 業務体制の確立を図るため、水道課所管であった上下水道の経理、料金の事務を担う企画経営課を設置しました。
 ・業務の増加による人員不足を会計年度任用職員で補うことで、人件費の増加を抑制しつつ、専門的な知識や技術が必要な業務については、専門研
　 修受講等によりの技術力の低下を防ぎ、将来的な執行体制を見据え、適正な人員配置に努めてまいります。

 ・過去の企業債の借入に伴う元利償還金のピークは、令和2年度の2,844,852千円となります。なお、近年は、企業債発行額の抑制に努めているた
 　め、令和3年度以降は、徐々に減少していきます。
 ・これに伴い、基準外繰入金も減少していきますが、現状の使用料単価（令和4年度：128.00円／㎥［税抜き］）と国の定める適正な使用料単価
   （150円／㎥［税抜き］）との差額相当分が、基準内繰入金（分流式下水道等に要する経費）から除外されていることから、基準外繰入金は、依
   然として多額の計上があります。
 ・元利償還金は、当初計画と比較し、建設改良費の令和4年度までの実績値が減少（R4当初計画値：2,017,811千円 → R4実績値：794,839千円、
   △1,222,972千円、△60.6％）したことや、令和4年度に改定した下水道ストックマネジメント計画及び総合地震対策計画等に基づき、大垣市浄
   化センター３系水処理棟の建設工事を令和12年度以降に延期するといった、更新投資の平準化を図ったことにより、建設改良費が減少（R11当初
   計画値：2,741,655千円 → R11改定計画値：875,684千円、△1,865,971千円、△68.1％）したため、減少する見込みとなりました。
 ・これにより、基準外繰入金についても、当初計画と比較し、元利償還金が減少したことに加えて、使用料収入を当初計画から上方修正したこと
　 により、減少する見込みとなりました。
 ・なお、法適用後の令和2年度以降は、分流式下水道等に要する経費の算定方法が法適用に伴い変更され、資本費が元金ベースから減価償却費ベー
   スになったことや、国の定める適正な使用料単価が消費税抜きになったことなどにより、基準内繰入金が減少し、結果、基準外繰入金が増加し
　 ています。
 ・とくに、法適用初年度の令和2年度は、各種引当金の計上などの特殊事情があるため、一時的に、基準外繰入金が増加しました。
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投資についての説明

目標

 　老朽化した施設や下水管等については、平成29年度に策定、令和4年度に改定した下水道ストックマネジメ
 ント計画に基づき、下水道施設のライフサイクルコストの低減や、予防保全型施設管理の導入による安全の確
 保等、戦略的な維持、修繕及び改築を行っていきます。また、未普及地域である市街化調整区域への整備につ
 いては、地元要望等による優先度、将来にわたる費用対効果及び新設に関する国の指針を十分考慮し、慎重に
 実施していきます。

 　大垣市公共下水道事業は、下水道サービスを持続的・安定的に提供していくために、平成29年度に策定、令和4年度に改定した下水道ストックマ
 ネジメント計画に基づき、下水道施設のライフサイクルコストの低減や、予防保全型施設管理の導入による安全の確保等、戦略的な維持、修繕及び
 改築を行っていきます。また、未普及地域である市街化調整区域への整備については、地元要望等による優先度、将来にわたる費用対効果及び新設
 に関する国の指針を十分考慮し、慎重に実施していきます。
 　一方で、引き続き整備済区域への普及促進に努めることで、水洗化率の向上と使用料収入の増加を図り、経営基盤の強化を推進します。
 　ただし、本事業は、経費回収率100％を目指し、国の定める適正な使用料単価である150円／㎥［税抜き］に向けた段階的な使用料改定の途上にあ
 り、多額の基準外繰入金に依存している状況であるため、令和2年4月の使用料改定（＋6.0％）に引き続き、令和8年4月及び令和11年4月の計2回、
 それぞれ＋6.0％（合計で＋12.4％）の使用料改定を実施することを基本方針とします。

【下水管の更新・耐震化及び新設について】

 　下水管の更新・耐震化については、令和4年度に改定した下水道ストックマネジメント計画及び総合地震対策計画等に基づき、健全度、緊急度、費用対

 効果を総合的に勘案した更新投資の平準化を実施し、令和11年度までの更新計画を見直しましたので、今後は、この計画に従い整備を進めていきます。

 　また、下水管の新設については、地元要望等による優先度、将来にわたる費用対効果及び新設に関する国の指針を十分考慮し、慎重に実施していきます。

（単位：千円／税込み）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 合　計

198,536 196,912 159,261 231,200 195,200 195,200 195,200 195,200 195,200 195,200 1,957,109

老朽管改築工事（管更生/耐震化） 198,536 196,912 159,261 201,300 166,500 166,500 166,500 166,500 166,500 166,500 1,755,009

汚水ポンプ場改築工事 0 0 0 29,900 28,700 28,700 28,700 28,700 28,700 28,700 202,100

377,040 399,086 217,532 283,800 457,600 681,100 582,400 85,000 85,000 85,000 3,253,558

575,576 595,998 376,793 515,000 652,800 876,300 777,600 280,200 280,200 280,200 5,210,667

【終末処理施設（浄化センター）等の整備について】

 　終末処理施設等については、令和4年度に改定した下水道ストックマネジメント計画に基づき、施設・設備を細分化したうえで健全性を詳細に評価し、

 機器ごとの更新基準の見直しや、重要度・優先度を踏まえた更新投資の平準化を実施し、令和15年度までの整備計画を見直しましたので、今後は、この

 計画に従い整備を進めていきます。

　 なお、当初計画では、大垣市浄化センター３系水処理棟の建設工事を令和8年度から開始する予定となっていましたが、現有施設の有効活用・延命化を

 図ることで、当該工事の着手を、次期計画期間となる令和12年度以降に延期しています。

（単位：千円／税込み）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 合　計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68,719 74,719 14,588 83,000 73,000 90,300 90,800 90,300 94,800 94,800 775,026

68,719 74,719 14,588 83,000 73,000 90,300 90,800 90,300 94,800 94,800 775,026

【雨水処理施設の整備について】

 　雨水処理施設の整備に関しては、全て基準内繰入金の対象となりますが、こちらにつきましても、令和4年度に改定した下水道ストックマネジメント計

 画及び排水基本計画等に基づき、計画的に実施していきます。

（単位：千円／税込み）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 合　計

112,907 126,797 88,055 133,000 101,000 70,000 80,000 95,400 95,400 95,400 997,959

40,210 0 126,830 299,000 622,000 1,040,000 466,000 350,000 100,000 300,000 3,344,040

153,117 126,797 214,885 432,000 723,000 1,110,000 546,000 445,400 195,400 395,400 4,341,999

 ※上記計画数値を投資・財政計画に計上するにあたっては、実績率（請負率）を反映させています。

幹線水路改良工事

合　計

雨水ポンプ場整備工事

区　分

区　分

合　計

新　設

更　新

区　分

３系水処理棟建設工事

その他終末処理施設改築工事

合　計
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②収支計画のうち財源についての説明

【使用料について】
 ・本事業は、経費回収率100％を目指し、国の定める適正な使用料単価である150円／㎥［税抜き］に向けた段階的な使用料改定の途上にあり、多額
　 の基準外繰入金に依存している状況であるため、令和2年4月の使用料改定（＋6.0％）に引き続き、令和8年4月及び令和11年4月の計2回、それぞ
   れ＋6.0％（合計で＋12.4％）の使用料改定を実施することを基本方針とします。
 ・なお、使用料単価150円／㎥［税抜き］は、本事業の汚水処理原価が150円台（令和4年度：155.46円／㎥［税抜き］）であることからも、概ね適
   正な使用料水準であると考えています。

【国庫補助金について】
 ・建設改良事業の実施に当たっては、下水道事業計画及び国土交通省の下水道ストックマネジメント計画に基づく「社会資本整備総合交付金事業」
　 による国庫補助金を、事業費の1/2程度見込んでおります。

【企業債について】
 ・整備計画をもとに、建設改良事業に対して企業債の借入を実施します。
 ・計画期間中に、合計8,372,100千円の借入をしますが、同期間中に20,878,389千円の償還をするため、計画終期（令和11年度）の企業債残高は
   20,366,575千円となり、これは、令和元年度末残高（32,872,864千円）に対し、12,506,289千円、38.0％の減となります。

【基準外繰入金について】
 ・現状の使用料単価（令和4年度：128.00円／㎥［税抜き］）と国の定める適正な使用料単価（150円／㎥［税抜き］）との差額相当分は、基準内
   繰入金（分流式下水道等に要する経費）から除外されていることから、その分は基準外繰入金として受け入れています。
 ・ただし、計画期間中に12.4％使用料を増額改定することによって、使用料単価が150円近くまで到達し、令和11年度には基準外繰入金を解消する
   ことができます（令和11年度末 経費回収率：92.88％、使用料単価：144.15円／㎥［税抜き］）。

目標

 　引き続き整備済区域への普及促進に努めることで、水洗化率の向上と使用料収入の増加を図り、経営基盤の
 強化を推進します。
 　ただし、本事業は、経費回収率100％を目指し、国の定める適正な使用料単価である150円／㎥［税抜き］に
 向けた段階的な使用料改定の途上にあり、多額の基準外繰入金に依存している状況であるため、令和2年4月の
 使用料改定（＋6.0％）に引き続き、令和8年4月及び令和11年4月の計2回、それぞれ＋6.0％（合計で＋12.4％）
 の使用料改定を実施することを基本方針とします。
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③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②今後の財源についての考え方・検討状況

③投資以外の経費についての考え方・検討状況

委託費に関する事項 　年間総有収水量をもとに年間総処理水量を推計し、それを基礎に経費計上していますが、計画期間中の有
収率の推移次第では、年間総処理水量の増減に伴い委託費が増減することが考えられます。

広域化・共同化・最適化に
関する事項

　総務省等通知にもとづき、持続可能な下水道運営に向け、令和4年度に県が策定した「広域化・共同化計
画」について、今後の取組や市の方針を示しました。

投資の平準化に関する事項
　令和4年度に改定した下水道ストックマネジメント計画においては、目標耐用年数の再設定を行い、既存施
設の長寿命化や、改築と修繕を交えた更新基準の見直し、施設のダウンサイジングにより、更新投資の低減
を図りました。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

　料金関係業務以外の分野において、民間の資金・ノウハウ等の活用予定はありません。

その他の取組

　次期計画期間となる令和12年度以降に着手を予定している大垣市浄化センター３系水処理棟の建設工事は、
安定した汚水処理能力の確保と施設の耐震化に資する重要な事業ですが、総事業費約77億の大規模工事となる
ため、経営状況に悪影響を与えることのないよう、リスク分析に基づく現有施設の有効活用・延命化も視野に
入れ、整備方針を慎重に検討していく予定です。

【委託料について】
 ・運転管理業務等の業務内容に変化のない委託業務を除く各委託料については、年度ごとに委託する内容を設定し算出しています。
 ・下水管清掃等、都度対応していくものは、直近3ヵ年平均程度の業務量で推移するものとしています。
 ・汚泥の処分等、水洗化人口等の動態により変動する委託料については、直近実績単価に、年間総有収水量をもとに年間総処理水量を推計したうえ
   で、直近3ヵ年（R2～R4）の平均含有量を乗じて算出しています。

【修繕費について】
 ・下水管や汚水ポンプ場、終末処理施設（浄化センター）等の汚水処理に関する設備は、必要な更新と維持補修を適切に組み合わせ資産管理してい
   くことを念頭に計画期間中の修繕計画を作成し、これをもとに経費計上しています。

【動力費について】
 ・汚泥の処分等の委託料と同様に、年間総有収水量をもとに年間総処理水量を推計したうえで、令和5年度から契約を開始する電気料金の単価を基
   に、物価上昇等を加味して算出しています。

【人件費について】
 ・職員数は令和4年度の水準で推移するとし、それに直近3ヵ年（R2～R4）の平均単価を乗じて算出しています。

職員給与費に関する事項
　業務の増加による人員不足を会計年度任用職員で補うことで、人件費の増加を抑制しつつ、専門的な知識
や技術が必要な業務については、専門研修受講等によりの技術力の低下を防ぎ、将来的な執行体制を見据
え、適正な人員配置に努めてまいります。

動力費に関する事項

薬品費に関する事項

修繕費に関する事項

その他の取組
　今回の経営戦略計画期間後の令和12年度以降も、随時、施設の更新等を予定していますが、その際にも、
次期経営戦略の策定を通して、中長期的な視野に基づく計画的な経営に取り組み、戦略的な維持、修繕及び
改築を行っていくことが必要です。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、
指定管理者制度、PPP/PFIなど）

　料金関係業務以外の分野において、民間の資金・ノウハウ等の活用予定はありません。

　年間総有収水量をもとに年間総処理水量を推計し、それを基礎に経費計上していますが、計画期間中の有
収率の推移次第では、年間総処理水量の増減に伴い動力費や薬品費が増減することが考えられます。また、
燃料費の高騰に伴う、動力費の高騰については、社会全体の動向に注意しながら、経営状況を検討していく
ことが必要です。

その他の取組

　認定水量に関しては、随時、実態との乖離がないか検証し、適切性を確認する必要があります。使用料の見直しに関する事項

資産活用による収入増加
の取組について

　消化ガス発電による売電において、再生可能エネルギー固定価格買取制度が令和19年度で終了するため、
期間終了後の発電電力をいかに有効活用するか検討する必要があります。

（単位：千円／税抜き）

区　分 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 合　計

下水管等修繕工事 25,780 20,049 20,809 21,123 21,123 21,123 21,123 21,123 33,528 33,528 239,309

汚水ポンプ場修繕工事 4,772 4,252 12,282 19,301 4,825 4,825 4,825 4,825 7,275 7,275 74,457

終末処理場修繕工事 72,546 73,330 69,872 74,478 83,809 99,271 76,492 116,356 78,124 78,124 822,402

その他修繕工事 733 450 967 2,082 2,305 2,389 2,336 2,342 2,357 2,571 18,532

合　計 103,831 98,081 103,930 116,984 112,062 127,608 104,776 144,646 121,284 121,498 1,154,700
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５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略の事後検証、
改定等に関する事項

　今後はＰＤＣＡサイクルにより上記の取組みに対する進捗状況を確認し、計画との乖離が著しい場合には
その原因調査と対策を図ります。また、公営企業等審議会を通じて使用料水準や投資・財政計画の妥当性を
評価し、経営戦略の充実を図ります。

【第1回改定（令和5年度）の概要】

　　主に、次の5項目に重点を置いて、時点修正（最新化）を実施しました。
　　　1)　令和2年度の地方公営企業法の適用以降、現在に至るまでの実態（経理手法等）の反映
　　　2)　直近の動向から見る、最新の人口・世帯数・水需要等の動態予測を反映した料金・使用料収入の
　　　　再算定
　　　3)　今後の水需要等の減少傾向と、施設の更新需要の増加傾向を比較衡量の上、リスク分析に基づく
　　　　現有施設の有効活用・延命化も視野に入れた、建設改良計画の見直し
　　　4)　収支に関しては、令和4年度までの実績を加味した上で、物価上昇等を考慮した動力費（電気料金）
　　　　をはじめとする維持管理費の上昇傾向等の反映
　　　5)　上記全てを反映した上で、「事業の持続可能性」と「経営の健全性」を両立させるための経営健全
　　　　化策（支出抑制や使用料改定等）の再検討

　　なお、使用料改定に関し、改定前の経営戦略においては、令和2年4月を1回目として、その3年後の令和5
　年4月に2回目、その3年後の令和8年4月に3回目の使用料改定を実施することとしていましたが、昨今の原油
　価格などの物価の高騰に伴う市民生活の負担増を鑑み、2回目以降の使用料改定に関しては、当分の間延期し
　ます。
　　ただし、経営戦略の計画期間内に、本事業が「経営の基本方針」に掲げる目標（基準外繰入金の解消）を
　達成するためには、計画の最終年度である令和11年度までに予定している使用料改定を実施することが不可
　欠であり、当初の予定通り2回に分けて実施するとした場合、最大限延期したとしても、令和8年4月に2回
　目、その3年後の令和11年4月に3回目の使用料改定を実施する必要がありますので、その時点での状況次第
　ではありますが、ひとまず、今回改定いたします経営戦略においては、その旨を反映しています。
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。
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あ
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資 本 的 支 出

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
金

返
還

金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

そ
の

他

工
事

負
担

金

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

収
支

差
引

(A
)-

(D
)

そ
の

他

営
業

外
収

益

他
会

計
繰

入
金

そ
の

他

そ
の

他

収 益 的 支 出

総
費

用

営
業

費
用

職
員

給
与

費

う
ち

退
職

手
当

収
支

差
引

(F
)-

(G
)

収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 収 入

総
収

益

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

資 　 本 　 的 　 収 　 支

資 本 的 収 入

資
本

的
収

入

地
方

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

営
業

外
費

用

支
払

利
息
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様
式

第
2
号

（
法

非
適

用
企

業
）

投
資

・財
政

計
画

（収
支

計
画

）
（単

位
：千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

H
3
0

R
元

区
分

（
決

算
）

（
決

算
）

(J
)

△
 5

,1
4
9

3,
59

0

(K
)

(L
)

5,
14

9

(M
)

(N
)

(O
)

3,
59

0

(P
)

(Q
)

(Q
)

(B
)-

(C
)

(A
)

(D
)+

(H
)

(S
)

2
,1

30
,0

79
2,

12
9,

94
8

（T
)

(U
)

(V
)

2
,1

30
,0

79
2,

12
9,

94
8

(W
)

(X
)

34
,1

41
,6

03
32

,8
72

,8
64

○
他

会
計

繰
入

金
（単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
H

3
0

R
元

区
分

（
決

算
）

（
決

算
）

84
6,

19
7

92
6,

12
2

84
6,

19
7

92
6,

12
2

55
3,

72
1

46
8,

32
9

68
,5

35
21

,3
06

48
5,

18
6

44
7,

02
3

1
,3

99
,9

18
1,

39
4,

45
1

82
.5

84
.2

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
健

全
化

法
施

行
規

則
第

６
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(（

T
）
/（

V
）×

10
0)

他
会

計
借

入
金

残
高

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B

)-
(C

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

((
R

)/
(S

)×
1
00

)

）

収
益

的
収

支
分

地
方

債
残

高

(R
)

収
益

的
収

支
比

率
（

×
10

0
）

黒
字

(N
)-

(O
)

赤
字

収
支

再
差

引
(E

)+
(I
)

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

赤
字

比
率

（
×

10
0

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

(J
)-

(K
)+

(L
)-

(M
)

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源

実
質

収
支

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
6

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
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様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・収

益
的

収
支

）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

R
2

R
3

R
4

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

（
決

算
）

（
決

算
）

１
．

(A
)

2
,0

8
2
,8

3
2

2
,0

9
9
,2

4
0

2
,0

8
2
,1

4
5

2
,0

7
7
,8

8
0

2
,0

7
3
,5

8
7

2
,0

6
5
,0

5
6

2
,1

5
8
,1

0
7

2
,2

2
8
,3

3
9

2
,2

3
0
,9

2
8

2
,3

2
0
,8

0
8

(1
)

1
,9

8
6
,3

7
8

2
,0

0
0
,7

0
6

1
,9

8
2
,5

2
3

1
,9

7
7
,3

5
0

1
,9

7
0
,2

4
5

1
,9

5
9
,4

5
0

2
,0

4
7
,0

5
9

2
,0

5
5
,7

9
5

2
,0

4
6
,8

3
2

2
,1

3
6
,7

9
9

(2
)

(B
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(3
)

9
6
,4

5
4

9
8
,5

3
4

9
9
,6

2
2

1
0
0
,5

3
0

1
0
3
,3

4
2

1
0
5
,6

0
6

1
1
1
,0

4
8

1
7
2
,5

4
4

1
8
4
,0

9
6

1
8
4
,0

0
9

２
．

1
,9

5
3
,2

1
0

1
,6

6
1
,9

6
0

1
,7

6
3
,0

8
8

1
,8

0
6
,5

1
0

1
,7

7
6
,1

4
8

1
,7

9
9
,7

9
4

1
,6

2
5
,0

1
7

1
,6

8
4
,4

4
2

1
,6

0
8
,7

9
3

1
,3

9
3
,1

5
9

(1
)

5
3
7
,7

6
3

3
8
7
,1

8
2

3
6
8
,1

0
2

3
5
1
,3

0
3

3
4
6
,1

4
2

3
4
3
,4

6
8

2
4
2
,9

2
9

2
2
0
,9

1
0

2
1
7
,0

1
4

8
,9

3
1

5
2
6
,5

6
0

3
7
6
,1

1
1

3
6
5
,1

7
0

3
4
0
,4

3
4

3
3
7
,2

1
1

3
3
4
,5

3
7

2
3
3
,9

9
8

2
1
1
,9

7
9

2
0
8
,0

8
3

0
1
1
,2

0
3

1
1
,0

7
1

2
,9

3
2

1
0
,8

6
9

8
,9

3
1

8
,9

3
1

8
,9

3
1

8
,9

3
1

8
,9

3
1

8
,9

3
1

(2
)

8
9
4
,9

8
2

8
4
8
,3

7
4

8
4
5
,3

7
6

8
3
7
,7

5
0

8
2
8
,2

1
1

8
2
7
,1

1
9

8
2
2
,3

3
2

8
7
3
,7

6
5

8
7
0
,8

8
8

8
4
4
,1

6
4

(3
)

5
2
0
,4

6
5

4
2
6
,4

0
4

5
4
9
,6

1
0

6
1
7
,4

5
7

6
0
1
,7

9
5

6
2
9
,2

0
7

5
5
9
,7

5
6

5
8
9
,7

6
7

5
2
0
,8

9
1

5
4
0
,0

6
4

(C
)

4
,0

3
6
,0

4
2

3
,7

6
1
,2

0
0

3
,8

4
5
,2

3
3

3
,8

8
4
,3

9
0

3
,8

4
9
,7

3
5

3
,8

6
4
,8

5
0

3
,7

8
3
,1

2
4

3
,9

1
2
,7

8
1

3
,8

3
9
,7

2
1

3
,7

1
3
,9

6
7

１
．

3
,3

6
0
,2

1
1

3
,2

5
3
,7

6
3

3
,3

8
3
,4

0
4

3
,4

5
4
,4

5
2

3
,4

2
3
,7

2
6

3
,4

4
0
,3

5
4

3
,4

0
4
,8

0
7

3
,5

5
1
,1

6
4

3
,5

2
5
,2

5
3

3
,4

1
5
,8

9
9

(1
)

1
7
9
,9

0
6

1
6
1
,2

1
2

1
9
0
,1

6
5

1
7
8
,6

2
0

1
7
7
,7

3
6

1
8
2
,2

4
9

1
7
9
,5

3
5

1
7
9
,8

4
0

1
8
0
,5

4
1

1
7
9
,9

7
3

8
9
,9

1
8

8
7
,4

3
8

9
7
,7

3
9

9
2
,2

7
8

9
2
,6

7
0

9
4
,2

2
9

9
3
,0

5
9

9
3
,3

1
9

9
3
,5

3
6

9
3
,3

0
5

1
2
,0

1
8

2
,2

4
7

1
1
,7

2
7

8
,6

6
4

7
,5

4
6

9
,3

1
2

8
,5

0
7

8
,4

5
5

8
,7

5
8

8
,5

7
4

7
7
,9

7
0

7
1
,5

2
7

8
0
,6

9
9

7
7
,6

7
8

7
7
,5

2
0

7
8
,7

0
8

7
7
,9

6
9

7
8
,0

6
6

7
8
,2

4
7

7
8
,0

9
4

(2
)

5
9
9
,0

2
0

6
0
6
,9

6
3

7
1
7
,7

3
9

8
1
5
,0

1
0

8
0
2
,6

6
6

8
1
6
,4

9
6

7
8
8
,1

1
3

8
2
6
,5

7
0

8
0
8
,4

2
9

7
6
3
,8

9
5

1
0
3
,1

9
0

1
0
8
,3

2
0

2
1
8
,3

5
4

2
7
2
,4

9
6

2
7
1
,3

4
7

2
6
9
,6

9
7

2
6
8
,2

1
0

2
6
6
,5

5
7

2
6
5
,0

6
2

2
6
3
,3

5
6

1
0
3
,8

3
1

9
8
,0

8
1

1
0
3
,9

3
0

1
1
5
,7

3
7

1
1
0
,5

8
9

1
2
6
,1

3
5

1
0
3
,3

0
2

1
4
3
,1

7
2

1
1
9
,8

1
0

1
1
9
,7

9
7

2
,9

3
6

2
,6

4
0

4
,7

1
7

3
,7

5
4

3
,7

5
0

3
,7

5
1

3
,7

5
1

3
,7

5
1

5
,6

3
6

5
,6

3
6

3
8
9
,0

6
3

3
9
7
,9

2
2

3
9
0
,7

3
8

4
2
3
,0

2
3

4
1
6
,9

8
0

4
1
6
,9

1
3

4
1
2
,8

5
0

4
1
3
,0

9
0

4
1
7
,9

2
1

3
7
5
,1

0
6

(3
)

2
,5

8
1
,2

8
5

2
,4

8
5
,5

8
8

2
,4

7
5
,5

0
0

2
,4

6
0
,8

2
2

2
,4

4
3
,3

2
4

2
,4

4
1
,6

0
9

2
,4

3
7
,1

5
9

2
,5

4
4
,7

5
4

2
,5

3
6
,2

8
3

2
,4

7
2
,0

3
1

２
．

5
5
5
,5

6
9

5
0
7
,4

3
7

4
6
1
,8

2
9

4
2
9
,9

3
7

4
2
6
,0

0
5

4
2
4
,4

9
4

3
7
8
,3

0
6

3
6
1
,6

1
6

3
1
4
,4

6
2

2
9
7
,6

2
2

(1
)

4
9
7
,0

7
3

4
4
9
,4

5
4

4
0
4
,5

9
2

3
6
5
,8

3
3

3
3
6
,8

0
2

3
1
6
,2

0
0

3
0
2
,9

5
3

2
8
6
,8

4
0

2
6
8
,6

9
3

2
5
1
,6

1
1

(2
)

5
8
,4

9
6

5
7
,9

8
3

5
7
,2

3
7

6
4
,1

0
4

8
9
,2

0
3

1
0
8
,2

9
4

7
5
,3

5
3

7
4
,7

7
6

4
5
,7

6
9

4
6
,0

1
1

(D
)

3
,9

1
5
,7

8
0

3
,7

6
1
,2

0
0

3
,8

4
5
,2

3
3

3
,8

8
4
,3

8
9

3
,8

4
9
,7

3
1

3
,8

6
4
,8

4
8

3
,7

8
3
,1

1
3

3
,9

1
2
,7

8
0

3
,8

3
9
,7

1
5

3
,7

1
3
,5

2
1

(E
)

1
2
0
,2

6
2

0
0

1
4

2
1
1

1
6

4
4
6

(F
)

1
6
8
,9

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
(G

)
1
6
7
,5

2
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
(H

)
1
,3

9
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
2
1
,6

5
3

0
0

1
4

2
1
1

1
6

4
4
6

(I
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(J
)

1
,1

6
6
,4

5
4

8
9
7
,6

8
7

8
9
9
,6

3
5

9
9
6
,2

4
7

1
,0

9
0
,8

4
0

1
,1

9
6
,3

8
2

1
,1

2
5
,5

5
1

1
,0

0
2
,3

6
6

9
5
3
,2

4
9

9
6
0
,1

6
1

3
5
1
,6

8
9

3
2
9
,9

9
6

3
4
4
,0

6
5

3
4
7
,5

3
6

3
3
6
,9

3
5

3
4
8
,6

8
9

3
4
5
,9

5
9

3
4
8
,9

0
5

3
4
8
,9

6
6

3
5
9
,0

2
7

(K
)

3
,6

9
3
,1

7
3

2
,8

4
5
,3

9
2

2
,7

6
6
,7

4
5

2
,7

9
7
,5

1
8

2
,8

1
1
,0

1
4

2
,8

8
2
,7

2
8

2
,6

3
1
,5

8
5

2
,3

2
0
,3

8
9

2
,1

9
6
,5

8
0

2
,1

3
9
,8

7
0

2
,9

1
8
,6

5
3

2
,3

2
0
,9

8
9

2
,2

6
6
,0

9
1

2
,1

8
7
,2

8
3

2
,0

9
5
,1

5
4

2
,0

7
3
,0

4
4

1
,8

9
0
,3

4
0

1
,7

0
4
,1

8
8

1
,6

4
0
,5

6
9

1
,5

7
6
,6

7
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
0
7
,1

7
2

3
4
2
,1

8
9

3
4
7
,8

5
1

4
4
2
,5

8
0

5
4
8
,0

2
9

6
4
6
,9

2
0

5
7
5
,1

6
1

4
5
0
,6

4
2

3
9
1
,2

1
0

3
9
7
,7

1
2

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

2
,0

8
2
,8

3
2

2
,0

9
9
,2

4
0

2
,0

8
2
,1

4
5

2
,0

7
7
,8

8
0

2
,0

7
3
,5

8
7

2
,0

6
5
,0

5
6

2
,1

5
8
,1

0
7

2
,2

2
8
,3

3
9

2
,2

3
0
,9

2
8

2
,3

2
0
,8

0
8

(N
)

(O
)

(P
)

R
9

R
1
0

R
1
1

R
5

R
6

R
7

R
8

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
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特
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利
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営
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外
収
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助
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他
会

計
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助
金

そ
の

他
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助
金

長
期

前
受

金
戻

入
そ

の
他

収
入

計

経
費

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
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工
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収
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そ
の

他

支
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利
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特
別

損
失

特
別

損
益

(F
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(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

動
力

費
修

繕
費

材
料

費
そ

の
他

減
価

償
却

費
営

業
外

費
用

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他
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供用開始年月日 昭 和 37 年 4 月 1 日

処理区域内人口 140,331人

自 令 和 2 年 4 月
至 令 和 7 年 3 月

（5年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

1,982,523 1,983,440 1,983,440

0 0 0

99,622 99,697 99,697

2,082,145 2,083,137 0 2,083,137

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

14,554 15,466 0 15,466

諸 手 当 8,539 8,906 0 8,906

福 利 費 4,804 5,053 0 5,053

21,243 22,027 0 22,027

4,717 3,555 0 3,555

4,389 3,824 0 3,824

17,990 35,213 0 35,213

5,061 5,087 0 5,087

81,297 99,131 0 99,131

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

15,265 12,786 0 12,786

12,282 9,087 0 9,087

0 0 0 0

0 352 0 352

1,776 2,035 0 2,035

291 306 0 306

29,614 24,566 0 24,566

給 料 44,833 42,512 7,896 34,616

諸 手 当 22,266 21,540 4,344 17,196

福 利 費 13,731 13,292 2,479 10,813

198,702 177,712 1,763 175,949

70,308 75,241 135 75,106

0 5 0 5

34,602 26,417 0 26,417

218,143 219,250 46,688 172,562

12,197 11,327 1,473 9,854

614,782 587,296 64,778 522,518

給 料 38,352 34,031 1,893 32,138

諸 手 当 33,092 28,019 862 27,157

福 利 費 10,468 9,063 583 8,480

0 0 0 0

84,130 79,827 1,487 78,340

4,903 10,235 117 10,118

170,945 161,175 4,942 156,233

小 計

一
 
般
 
管
 
理
 
費

人
件
費

流域下水道管理運営費負担金

委 託 料

そ の 他

小 計

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

受 託 工 事 収 益

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目
金　　　　　　　　額

使 用 料 (X)

原価計算表

収　入　の　部

項 目
金　　　　　　　　額

計算期間
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404,584 410,733 109,704 301,029

2,475,500 2,489,304 1,241,544 1,247,760

11,814 14,786 0 14,786

2,891,898 2,914,823 1,351,248 1,563,575

3,788,536 3,786,991 1,420,968 2,366,023

11,796

2,377,819

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 83.4%

＜使用料水準についての説明＞

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

　収支計画における算定期間では、使用料収入以外の繰入金等の営業外収益により、収支は黒字が見込まれていますが、上記算定の結果、使用
料では対象経費の83.4％しか賄えておらず、国庫補助金や売電収入で資金不足の一部を補っているものの、補てんする財源のほとんどを基準外繰
入金に依存している状況です。つまり、算定期間における使用料水準は適正な使用料水準に至っていないのが現状です。

　本経営戦略でお示ししたとおり、本事業は経費回収率100％を目指し、国の定める適正な使用料単価である150円／㎥［税抜き］に向けた、段階的
な使用料改定の途上にあり、令和2年4月の使用料改定（＋6.0％）に引き続き、令和8年4月及び令和11年4月の計2回、それぞれ＋6.0％（合計で＋
12.4％）の使用料改定を実施する予定です。数次の使用料改定により、収支の黒字を維持しつつ、令和11年度には基準外繰入金を0円にすることが
できる見込みであるため、使用料水準も適正な水準に到達する見込みです。

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは、当分の間、その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、使用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本
を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正かつ効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「下
水道使用料算定の基本的考え方（2016年度版）」（公益社団法人日本下水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載すること。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費
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